
令和７年度第２回経営審議会説明資料事前質疑に対する回答 
 

№ 質 疑 回 答 

１ メータ口径別の設置数の現状と将来予測について示してほしい。 

 

※補足 

例えば、一般家庭の戸数が将来どのように推移すると予測しているの

かを示してほしい。 

 

水需要予測は、メータ設置数ではなく給水戸数に基づき行っております。 

給水戸数とは、料金算定の基となる戸数であり、給水契約の対象となっている戸数で

す。マンションなどの集合住宅で給水装置を連合使用している場合は、使用世帯数がそ

のマンションの給水戸数となります。 

令和 6 年度からの 10 年間における給水戸数の将来予測については、家事用は人口の減

少に伴い年平均 0.5％ずつ減少すると見込んでおり、業務用は概ね横ばいで推移していく

と予測しております。 

口径別の給水戸数の予測方法については、前述のとおり予測した給水戸数の全体戸数

に、口径別の予測割合を乗じて算出しています。 

 

現状の口径別給水戸数及び用途別給水戸数割合については、以下のとおりです。 

 

  【口径別給水戸数（令和 6 年度決算）】 

口径 給水戸数 

13 ㎜ 80,226 戸  

20 ㎜  42,427 戸  

25 ㎜  1,903 戸  

40 ㎜  877 戸  

50 ㎜  255 戸  

75 ㎜  121 戸  

100 ㎜  62 戸  

150 ㎜  12 戸  

200 ㎜以上 2 戸  

合計 125,885 戸  
 

 

【用途別給水戸数割合（令和 6 年度決算）】 

用途 給水戸数割合 

家事用 90.37％  

業務用 9.62％  

湯屋用 0.01％  
 

 

資料２ 


